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公
民
館
と
い
う
制
度
は
日
本
独
自

の
も
の
で
す
。
生
涯
学
習
の
拠
点
と

し
て
、
自
治
体
組
織
の
中
に
組
み
入

れ
ら
れ
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　
滞
在
を
経
験
し
た
米
国
で
は
、
公

民
館
に
類
し
た
も
の
は
無
い
よ
う
で

し
た
。
強
い
て
言
え
ば
学
習
の
場
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

は
、
教
会
な
ど
の
活
動
の
場
の
一
部

が
そ
れ
に
当
た
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
は
宗
教
を
中
心
に
据
え

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
戦
後
ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト
し
た
公

民
館
を
、
我
々
市
民
が
ど
の
よ
う
に

利
用
し
活
用
し
て
き
た
か
、
更
に
そ

の
成
果
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
既
に
論

じ
尽
さ
れ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
今
こ
こ
に
き
て
公
民
館
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
不
要
論
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
へ
委
託
な
ど
の
話
が
見
え
隠
れ

す
る
こ
と
自
体
、
本
当
に
市
民
の
間

に
根
付
い
た
の
か
ど
う
か
の
議
論
は

残
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
立
場
上
、
そ
ん
な
疑
問
を
持
つ
こ

と
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
な
お

か
つ
、ど
う
す
れ
ば
市
民
に
愛
さ
れ
る

公
民
館
に
で
き
る
の
か
、
公
運
審
一

年
生
と
し
て
は
経
験
あ
る
先
輩
の
委

員
の
皆
様
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、学
ん
で
い
る
日
常
で
す
。  （
柳
澤
）
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と　き　４月18日（水）　18時30分～

ところ　田無公民館

議　題　事業計画・報告について

　　　　館長の諮問事項について

☆希望する方は傍聴ができます。

連絡先　保谷公民館　℡464－8211

 「
日
本
近
代
の
歴
史
に
学
ぶ
」

 移
移
移
移
 ―
明
治
期
の
女
性
―

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
に
学
ぶ
会

　
毎
月
一
回
、
川
村
善
二
郎
先
生
を

講
師
に
、
近
代
の
歴
史
に
学
ん
で
い

ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
御

参
加
下
さ
い
。

４
月
　
日
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

15

（日）
13

30

16

30

／
保
谷
公
民
館
／
講
師
・
川
村
善
二

郎
（
日
本
近
代
史
研
究
会
同
人
）
／

参
加
費
　
円
（
資
料
代
）
／
 牧
  子
 緯

ま
き
 
こ

200

　
・
３
８
５
４

467一
日
気
功
・
太
極
拳
体
験
教
室

ジ
ョ
イ
気
功
太
極
拳
サ
ー
ク
ル

　
中
国
四
千
年
の
健
康
法
で
あ
る
気

功
を
基
本
に
混
元
太
極
拳
も
練
習
し

ま
す
。
自
然
で
無
理
の
な
い
動
き
は

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

４
月
　
日
　
／
　
時
～
正
午
／
住
吉

17

（火）

10

公
民
館
／
講
師
・
 出
  口
 衆
太
郎
（
自

い
で
 ぐ
ち

然
身
法
代
表
）
／
木
村
緯
　
・
０
３

421

９
５
・
青
木
緯
　
・
１
２
８
０

423

第
九
回
定
期
演
奏
会

保
谷
混
声
合
唱
団

　
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
齋
藤
令
先
生

ご
指
導
の
も
と
、
楽
し
く
、
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
と
、
力
強
い
歌
声
を
目

標
に
、
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

曲
目
は
、
わ
ら
べ
う
た
、
ア
ベ
マ
リ

ア
集
、
高
田
三
郎
（
確
か
な
も
の
を
）

大
中
恩
合
唱
曲

４
月
　
日
　
／
　
時
　
分
開
場
　
時

21

（土）

13

30

14

～
催
し
物
案
内
～

未
定
／
萩
原
緯
胃
　
・
５
７
９
６

423

西
東
京
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

親
切
な
指
導
で
マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し
く

覚
え
ら
れ
ま
す
。
初
心
者
歓
迎

月
２
回
日
曜
日
／
　
時
～
　
時
／
田

13

16

無
公
民
館
／
入
会
金
２
千
円
・
月
額

千
円
／
小
峰
緯
　
・
９
２
９
４

467

櫻
中
文
会

一
緒
に
中
国
語
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

初
歩
の
中
国
語
会
話
中
心
。
見
学
可

毎
週
水
曜
日
／
　
時
～
　
時
　
分
／

18

20

30

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
／
月
額
千
円
／

見
学
可
／
後
藤
緯
　
・
３
８
１
５

423

ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
　

ぶ
ー
け
・
が
る
に

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
の
ん
び
り
和

や
か
に
奏
で
ま
し
ょ
う
。

毎
週
月
曜
日
（
第
４
休
み
）
／
　
時
19

～
　
時
／
保
谷
公
民
館
／
月
額
４
千

21
　
円
／
山
本
緯
　
・
５
６
９
５

500

478

 自
 
じ

 彊
  術
 　
田
無
サ
ー
ク
ル
谷
戸

き
ょ
う
 じ
ゅ
つ

健
康
体
操
で
す
。
心
身
を
整
え
生
活

開
演
／
ゲ
ス
ト
S
P
井
川
幸
子
さ
ん

／
入
場
料
　
円
／
こ
も
れ
び
大
ホ
ー

500

ル
／
中
平
緯
　
・
３
６
６
２

422

 西
東
京
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

健
康
の
た
め
、
皆
ん
な
と
一
緒
に
、

歩
き
ま
せ
ん
か
。

月
２
回
、
日
、
土
曜
日
交
替
（
全
日

１
回
半
日
１
回
）
／
年
額
４
千
　
円
800

／
矢
萩
緯
　
・
０
７
１
８

469

語
り
の
会
　
 遊
  花
 

ゆ
う
 か

好
き
な
作
品
を
声
に
出
し
て
表
現
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

月
３
回
月
曜
日
／
　
時
～
／
田
無
公

13

民
館
／
月
額
４
千
円
／
澁
谷
緯
０
４

２
２
・
　
・
５
７
１
３

53

西
東
京
朗
読
の
会

朗
読
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
！
本
を

読
み
、
音
楽
を
聴
き
声
を
出
そ
う
！

第
２
・
４
火
曜
日
／
　
時
～
　
時
／

14

16

保
谷
公
民
館
他
／
月
額
３
千
円
／
時

田
緯
　
・
６
３
７
４
（
　
時
過
ぎ
）

466

18

田
無
百
人
一
首
の
会

小
倉
百
人
一
首
、
カ
ル
タ
取
り

初
心
者
も
大
歓
迎

毎
月
第
２
・
３
・
４
土
曜
日
／
　
時
13

～
　
時
／
芝
久
保
公
民
館
・
但
第
３

16
土
曜
日
は
マ
ス
ダ
教
室
／
年
額
千
　500

円
・
出
席
の
都
度
　
円
／
小
杉
緯
　
・

200

422

０
０
４
９

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
 
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ

今
話
題
の
健
康
効
果
の
あ
る
フ
ラ
を

踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎

毎
週
金
曜
日
／
　
時
～
　
時
／
田
無

13

15

公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額
３
千

円
／
 寒
  河
  江
 緯
　
・
５
３
６
１

さ
 
が
 
え

465

～
会
員
募
集
～

も
く
せ
い
会
（
料
理
）

健
康
の
た
め
の
家
庭
料
理
を
一
緒
に

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

第
２
・
４
木
曜
日
（
１
月
・
８
月
は

休
み
）
／
　
時
～
　
時
／
田
無
公
民

13

16

館
／
入
会
金
千
円
、
月
額
２
千
　
円
500

／
青
山
緯
　
・
９
１
１
８

463

川
柳
朗
遊
会

自
分
で
川
柳
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

見
学
大
歓
迎
で
す
。

第
１
・
３
金
曜
日
／
　
時
～
　
時
／

13

17

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
／
入
会
金
千

円
・
月
額
千
　
円
／
森
緯
　
・
７
３

500

422

８
０

 香
  郁
  会
 （
日
舞
）

こ
う
 い
く
 か
い

新
舞
踊
や
古
典
小
曲
な
ど
グ
ル
ー
プ

で
踊
り
ま
せ
ん
か
。
見
学
も
ど
う
ぞ

月
４
回
木
曜
日
／
９
時
～
　
時
／
ひ

13

ば
り
が
丘
公
民
館
／
入
会
金
千
　500

円
・
月
額
４
千
円
／
中
野
緯
　
・
８

422

５
３
８
（
　
時
以
後
に
）

17

す
ず
ら
ん
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）

親
睦
と
歌
唱
力
の
向
上
を
大
切
に
、

楽
し
み
な
が
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

毎
週
金
曜
日
／
　
時
　
分
～
　
時
　

13

30

16

30

分
／
保
谷
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・

月
額
３
千
円
／
長
島
緯
　
・
３
３
４

422

８中
國
水
墨
画
　
昇
龍
会

あ
な
た
の
趣
味
に
水
墨
画
を
概
中
國

の
若
い
先
生
が
易
し
く
指
導
し
ま
す

毎
週
火
曜
日
／
　
時
～
　
時
／
田
無

13

18

公
民
館
／
会
費
３
か
月
１
万
円
（
毎

回
配
布
の
手
本
代
を
含
む
）
／
杉
井

緯
　
・
９
５
８
２

461
高
橋
文
太
郎
の
軌
跡
を
学
ぶ
会

郷
土
の
先
人
・
山
岳
民
俗
調
査
の
草

分
け
の
足
跡
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

月
２
回
次
回
４
月
　
日
　
／
　
時
～

21

（土）

13

／
下
保
谷
図
書
館
／
入
会
金
・
月
額

４月の休館日は23日（月）です

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

平
成
　
年
度

19

西
東
京
市
公
民
館
の

 移
移
移
移
移
 
事
業
方
針

　
人
は
生
涯
を
と
お
し
て
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
人
間
的
発
達
を
と
げ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が
自

由
に
集
い
学
ぶ
こ
と
を
保
障
し
、
そ

の
学
習
で
得
ら
れ
た
知
識
や
技
術
を

地
域
づ
く
り
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

住
民
の
学
び
を
支
援
し
て
い
く
た
め

に
公
民
館
は
存
在
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
に
お
い
て
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
昨
今
で
す
。

地
域
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
る
今
こ

そ
、
地
域
で
住
民
自
身
が
学
び
・
育

ち
、
文
化
創
造
の
主
体
と
な
っ
て
い

く
場
と
し
て
の
公
民
館
の
位
置
づ
け

に
、
私
た
ち
市
民
も
職
員
も
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
西
東
京
市
の
公
民
館
は
、
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
社
会
・
経
済
情
勢

を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
の
基
本
構
想
・

基
本
計
画
に
掲
げ
る
「
や
さ
し
さ
と

ふ
れ
あ
い
の
西
東
京
市
に
暮
ら
し
、

ま
ち
を
楽
し
む
」
と
い
う
基
本
理
念

を
念
頭
に
、
教
育
目
標
・
生
涯
学
習

推
進
計
画
等
を
含
む
各
種
の
指
針
を

基
に
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
、
公
民
館
な

ら
で
は
の
事
業
展
開
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

〈
年
間
活
動
目
標
〉

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
を
基

本
に
し
て
、
地
域
課
題
の
把
握
と
課

題
解
決
の
た
め
の
中
核
施
設
と
し
て
、

社
会
教
育
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

〈
事
業
計
画
〉

　
地
域
住
民
の
生
活
課
題
、
地
域
課

題
を
見
据
え
た
事
業
、
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
視
点
を
持
っ
た
事
業
を

精
選
し
て
行
い
ま
す
。

〈
重
点
事
業
〉

１
．（
仮
称
）
保
谷
駅
前
公
民
館
の
開

設
準
備

　
来
年
度
オ
ー
プ
ン
す
る
新
設
公
民

館
の
準
備
体
制
の
整
備
と
立
地
条
件

な
ど
を
生
か
し
た
事
業
展
開
に
つ
い

て
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
新
た
な
利
用
層
（
団
塊
世
代
を

含
む
）
を
対
象
と
し
た
事
業
の
推
進

①
こ
れ
ま
で
、
公
民
館
活
動
に
馴

染
み
の
薄
か
っ
た
市
民
（
社
会
人

や
青
年
）
を
対
象
に
、
平
日
夜
間

や
土
曜
日
な
ど
に
も
講
座
を
開
設

し
ま
す
。

②
高
度
な
知
識
や
技
能
を
持
つ
団

塊
の
世
代
が
、
地
域
で
活
躍
の
で

き
る
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
な

事
業
の
展
開
を
調
査
・
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

３
．
誰
で
も
学
習
に
参
加
で
き
る
体

制
の
整
備
・
充
実

社
会
的
に
制
約
を
受
け
や
す
い
人

（
障
が
い
者
、
外
国
人
、
子
育
て

中
の
保
護
者
、
高
齢
者
）
の
学
習

機
会
を
整
備
・
充
実
し
、
地
域
と

の
交
流
、
連
携
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
全
て
の
人
が
、
地
域
で
学
び

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
よ

り
豊
か
な
生
活
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

４
．
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
事
業
の

推
進各

公
民
館
が
、
立
地
や
施
設
・
設

備
の
条
件
を
生
か
し
た
運
営
を
目

指
し
ま
す
。
例
え
ば
、
サ
ー
ク
ル

間
の
交
流
活
動
や
ま
つ
り
事
業
な

ど
、
市
民
同
士
が
交
流
で
き
る
場

面
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

習
慣
病
な
ど
の
予
防
と
改
善
に
！

毎
週
火
曜
日
／
　
時
～
　
時
　
分
／

14

15

30

谷
戸
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額

３
千
円
／
野
島
緯
　
・
０
０
５
８

422

「
サ
ー
ク
ル
か
ら
」の
掲
載
は

　
「
催
し
物
案
内
」
「
会
員
募
集
」

そ
れ
ぞ
れ
、
１
団
体
年
間
３
回
以

内
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、「
会
員
募
集
」
は
２
号
続
け
て

の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
。
計
画
的

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

怪
悔
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回
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回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
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回
回
回
回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回




